藤井高尚判『十七番歌合』について――解説と翻刻―― by 工藤, 進思郎
←解
説と翻刻
文政元年（一八一八）＋一
1
月七日、
藤井高尚がその高
たりあい
弟として知られろ業合大枝に書き送った書状の中に
、次
のような記事が
ある。
．． 
歌合、
今日岡山よ
り来り申候。
近日判
いたし、
同所
へ出し可申候也。
（業合家蔵石尚書簡に
よる）
いったいこの歌合は、
どんな人々によっ
て行われた、
どの程度の規模のものだったのであ うか
。こ
ういうC
く手短かな一文か
ら具体的なことは何も知られ
ない
が、
ともあれこれによって、
当時の岡山の歌詠みたちが、
自
分ら
の催した歌合を高尚のもとに送り、
その判を乞うて
いた事実のあった
ことは明らかである。
ここに紹介する
新出の『＋七番歌合』も、
そのようにして
高尚の判を仰
いだ歌
合
の
一っとして注目される。
この歌合の巻は、
業合●枝門下の近藤有年に
よって書
写され、
そのまま岡山市西大寺の近藤家に伝えられたも
ので、
半紙
判袋仮綴、
表紙ともに十丁から成る一冊本で
あろ。
一面に一番ずつ二首の歌を記し
、そ
の左に石尚の
判詞が細字 書き写されてい
る
。表
紙の
左肩に「十七番
歌合」とあ
り、
その下方に、
此歌合
に潟
寝と書しは
うき寝の書誤にて御座候ゆるし玉へ
利貞
松の屋君
のCとく四行に書かれた一文 添え
てあ
る。
これによれ
ば、
四番・五番・六番・十六番の各左
方の歌
に見ら
る
「爵寝」という語は
、
「うき寝」の書誤り
であっ
たこと
にな
るが、
高尚
はこの断り
書を見な
かったのか、「潟寝」
のままで判詞を書いており、
その
点やや不審である。
そ
藤井高尚判『＋七番歌合』について
工藤
進
思郎
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こ の 歌 合 は 各 番 いずれも「泊千烏 」 と い う 題 で 詠 歌 を
れはともかく、
この
一 文
によ
って、
本書
の原
本 の 箪 録 者
は利貞という人物であったことが知られろ。
すな
わち原
本 は 、
こ の 歌 合 に 左
の方人として加わった利貞が一面の
右寄り
に一番ずつの歌を記して
高 尚 の も と に 送
り、
それ
ぞ れ 左 の 余 白 に 判 詞 を 書 い て もらったものと推察されるの で あ る 。
本書は、
そのよう
な原本の体裁を、
ほ ぼ 忠 実
に 伝 え た 写 本 と 見 てよ
い
。
次に、
本 害 が 近 藤 有 年
の筆に
な る も の
で あ っ た こ と は 、
そ の 巻 末 に 記 さ れ た
松 廼 屋 高 尚 先 生 判此歌合の巻
こAろえ
のため写しおく也
有年
という識語によって明らかであるが、
これはまた、
この
種 の 歌 合 に お け る 高 尚 の 判 詞 が 、
当 時 の 地 方 歌人たちの
間 で 、
詠 歌
の 際 の
よるぺき指針として諄重されていた事
実 を も 示 唆すろものであろう 。
な お 、
本 書 の 書 写 年 次 に
ついては明証を欠くが、
筆 者 の 有 年 は 明 治 三 十 五 年 （ 一
九 0 二 ） に 没して
いろので、
少 な く と も そ れ 以 前 に 写 さ
れ た も の で あ る
ことは言うま
で も な い 。
「 よみ人しらず」とされた三首の ほ か は 、
正
競 っ た
もの
で
あ ろ が 、
ここに収められた三十四首の作者
を、
左方・右方に分けて掲げてみると、
次の
とおりであ
ろ
。
こ の よ う に
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四番五番六 番
‘ 七 番
信
八 番
弘
九番
常
十 番
守
十一番
常
十二番
混
十三番
富寿
十四番
好安
十五番
好典
勝
十 六 番
安
有総
勝
正
之方
展省好利提元義勉升永
勝
正癒貞綱安
勝 勝持持
足 胤徳
せ
つ
よ 嘉よ
み み
武成正海逐人吉人
勝 勝 勝し 勝し
ら ら
ず ず
勝 勝
壱番弐番＝ 一
番
恒道
持
よみ人しらず練清
敬貫
勝
左方
つ
ね
勝
すみ
右 方
すぺて作者の名前が明記さ
れて
いる。
もっともま
った＜
見当のつかぬ人々も少なくないが、
諏訪春山・有松埴雄
氏『吉偲歌林名鑑』（昭和十年刊）、
井上
通泰氏『南天
荘雑筆』（昭和五年刊）をはじめ
、市
史・郡史の
類によ
って、
そのうちの八人をほぼ確認することができたので、
左に掲げてみよう。
練清（三番左）
上追郡三幡村（
現、岡山市）の藤原
練清。通称深蔵、
操山と号す。
大庄屋・郡代橡をつ
とめたu『練清文渠』・『濱洲館草稿詩集』・『松竹処吟稿歌集』などがある。
夏応元年（一八六五）
没、八十
栽゜
義足（
八番左）
岡山上之町の伊藤義足。
通称糸屋佐
左衛門、篠舎と号す。
文政元年(-八一八）、
二十
歳で高尚
に入門。国学・和歌をよくし、晩年は酒折
宮の月次会点者となった。著書に『篠舎草紙』があり、その歌は『類題吉備国歌集』（嘉永三年刊）に多数採録された。明治九年（一八七
六）没、
七十九
歳
。
常正（九番右）
日固常正。天保期の人
。
好毎（十二番左）
藤井好痣。弁仙と号す。伊藤義足
時代の人。
温（十二番右）
小野湿。『類題吉傭国歌集』に一首
入集。
富寿（十
三番右）
上道郡西大寺村（現、岡山市）の
，伊
原宮寿。
通称久兵衛・正左衛門、字は万年、柳園
と号す。
和
歌を高尚に学んだ。
紀行文として『たび
のしおり』があり、
業合大枝著『新学異見弁』の序
文を執筆した
文政十二年（一八二九）没、六十四
栽
゜
正方（＋五番左）
岡山石関釘の若林正方。通称赤穂
屋義兵街。木下幸文に師事した
若林正旭の養子。伊
藤義足時代の人。
春及（＋七番左）
邑久郡幸島村
（現、岡山市） 片
岡春及。
通称彦輔、休軒•松塘と
号す。和
歌を
加茂
季鷹に学び、
業合大枝•藤井高尚・内藤中心・小野
務らと交わって、
贈答の詠草一巻をなした。『閲覧
誌』・『形容字解』など、
多方面にわたる著述があ
る。『類題吉備国
歌集』に三首入集。天保十四年
（一
八四
三）没、八十三歳。
常正・好徳・温の居住地は不明であろが、
他の五
人は
いずれ
も岡山ないし
その近
郊の住人であり、
また
明らか
に高尚門下と目される人物も二
人ほど見受けられる。こ
れに
よれば、『十七番歌合』は、
岡山およびその近在の
人々によって催された歌
合であった公算がきわ
めて大き
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い。
さらにその開催時期につ
いて一言するなら、少なく
とも前
掲の伊原富寿が亡く
なった文政十二年(-八二九）
より前でなければならないが
、そ
の上限は最も若い伊藤
義足の年齢に照らして、
ほぼ文政元年
(-八一八、
義足
二十歳）頃と見ておいてよ
いのではあるまいか。
文政元
年十 月七日に、
岡山から高尚のもとに届けられたとい
う歌合の巻が
、
この『十七番歌合』であったかど
うかは、
もとよ
り知ろよしもな
い。
しかし、
どちらも参加者に岡
山と
その近在の人が多かったと推
察されるばかりでなく、
時期的にもほぼ同じ頃に行われた歌合であったと考えられるのは、
偶然の一致かもしれな
いが、
なかなか興味深
い問題であろう。
『十七番歌合』の判詞を見ると、
「も
と末うらあひて
おかし
く」（十五番右）、
「あはれふ
かく」（九
番右）、
「情ふか
」
（七番右）い歌を良し
としている場合が多い。
こころ
そこには、
何よりも
まず歌の情を重んじたらしい判者
の
態度をうか
がうことができるであろう。
しかし一方、
歌
ことば
の詞について
も、
高尚は決してこれを
軽視しているわけ
ではない。
「詞
のうるはしさは右まさ
り、
情はひだりま
されり。
なぞらへて持とす」
（十番）と述ぺている
の
は、
よみ
むしろ
情と詞を対等に扱った例として注意しなければな
るまい。
また、
五番左方の歌に「潟寝」という詞が用い
られ
ている点
に
関
して、
．
左の歌、
又「か
たね
」といふ詞あり。
「詞はふるき
によるべ
し」といへるむか
し人のをしへ
を、
ことさ
らにそむかんとてのし
わざにやあらん。
歌も、
人のこAろばへも、
わろくこそおぼゆれ。
のと
とく
、
まことに手きび
しい批判を下したり、
「千鳥
をきく」という表現を、
「からさえづりの詞」
（六番左）
「れ
いの漢ことばのふり
」（十二番左）として退けたり
して
いるのは、
判者の目が歌の詞
にも説く注がれていた
ことを示すもの
にほかならない。
．
高尚が文
政九年（一八二六）に著わし
た『歌
のしろぺ』
（同十二年刊『
三の
しる
ぺ』所収）は、
鈴屋派の最も代
表的な歌論誉と 知られるが、
その中で彼は、
歌の情
は「つねのこAろ」とは異なり
、「
ことさらにいたくふ
かめて、
おろかなる事をもいふも
の
」で
あり、
「ものは
かなげなる事いひて、
人をあはれとお
も
はするがよき歌
なり」と述べ とと
もに、
詞について
も、
「みやびてう
つくし
くをか
しきをえらびとり、
いひざまつゞくべきや
うも、
さやうに
と
ふかく心し」なければならぬとして、
情の次には詞を重視すべきことを主張している。
そうい
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う高尚の基本的な理念が、
この歌合の判詞においても貫
かれていること
は、
すでに指摘したと
ころによって知ら
れるであろう。
しかし
、
ここで
はそれ
が一首一首の歌に
即して述ぺられていろのであって、
本書は彼の和歌観を
より具体的・実践的な形
で
打ち出した一書と
して、
独自
の意味を持つもので
あろ
に違いな
い。
次に掲げた十七番
左方
の歌に対する判詞のCときは、
そう
い
う本魯の特色
をうか
が
わせるに足ろ一例として注目に
値しよう。
左の歌、
日くれぬに
いねて、
夕の千どりの声に夢さ
むろは、
いぎたなき人の真とヽろ
をよみいでた
るに
こそあらめど、
歌は
さ
やうの情をよむものにはあら
じとぞ、
おの
れは思ひとりてしあれば、
いと
わろし
とさだめつ。
これ
は、
後年『類阻吉備固歌集』の歌
人ともなった片
岡春及の、
「舟はつろ泊りの夢をさまさせて夕波衛をち
かへり鳴（く）
」とい
う歌を批判した一文であるが、「い
ぎたなき
人の真CAろ」を詠んだと見なし得るこの一
首を、
「いとわろ
し」と論断したところには、
桂園派
ま
がいの現実主涵的な詠風を非と
し、
伝統的な「みやび」
の世界を第一義とすろ高尚 立場が明確に呈示されている。
「歌はさやうの情をよむものにはあらじ」とい
う信
念は、
そのような彼に
とってまさしく不動のものだった
のである。
本書のほかにも、高尚
が判
詞を宙いた歌合
としては、
松のや
月なみ歌合』や『歌都賀砒』の
あったことが知ら
大人判
『れている。前者は吉備津神社編『藤井高尚伝』（昭和十五年刊）におい
て、
松のや
横帖仮綴一冊。
岡山県立図書館所蔵。表紙
に
「大人判
月なみ歌合
」
と
ある。
本文五枚。
門人の
歌合に先
生自箪に
て判を加へたるもの。
但
し
歌の作者の名を
逸す
。
と紹介され、
『国掛総目録』に
も登載されていろが、
昭
和二十年の岡山空襲に
よって焼失したらしい
。こ
れに対
して後者の方は、
かつて堀家愛兄氏が所蔵されていたも
ので、
『吉備郡史』巻下（昭和十＝一年刊）にその一部を
翻刻して
掲げてある。
それによれば、
真野守道・藤井高
起・堀家輔政•藤井正輝•藤井重実・堀家政平など、
賀
隔郡宮内村（現、
岡山市吉備津）の松屋門下の人々 行
った歌合に
、
高尚が判を加えたものであったが、今日同
魯の所在は明らかでなく
これまたその全貌をうかがい
知ろ
こと
はでき
ないのである。
そのような意味においても、
ここ
に翻刻することを得
た藤井高尚判『＋七番歌合』は、
小冊子ながら、
まこと
に貨重な伝存汽料と言わねばな
らな
いであろう。
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つ梶まくらな
みのうき寝を慰めて寒き夜終衛喝也
す
右
壱 番
泊
千
鳥
勝
左
十七番歌合
凡例
み ね
翻刻にあたつては、
底 本 を 忠 実 に 活 字 化 す る こ と に 努
め た が 、
次の諸点に一部手を加えた。
一 、 表 記 に 関 し て 漢 字 と 仮 名 の 区 別 な ど は
す ぺ て 底 本
のまま
にしたが、
異体の文字は現行のもの
に 改 め た 。
一 ● 全 体 に わ た っ て 新 た に 濁 点 を 施 す と と も に 、
判詞
に お
いては、
この
ほ か に 句 読 点 や 、
引 用 を 示 す 「
'」
などを適宜加えた。
一、
誤字かと思われる箇所には、
そ の右傍に＾ママV
＾・・説ヵV9どの注記
を 加 え た 。
此 巻 に 洞 寝 と 否 し は 、
うき寝の書誤にて御座候。
ゆるし玉へ。
利 貞
． 松 の
屋 君
壽
沌
船よ
せてうき寝にきけば唐琴の浦淋しくぞ衛嗚也
左の歌、
難 な し 。
右の歌、
「ぞ」のてにをは「なり」
と む す び た る は 、
例なきひがこと
な り 。
弐 書
泊
千烏
左
持
よ み 人 し ら ず
小夜衣うすきうき寝の床らかく立さわぎつ4衛閲也＇
右恒
道
霜深くなるを
の
とまり
小夜
更て羽風を寒み千鳥嗚也
左の歌、
もと
に 「 さ よ と ろ も う す き う きね」といはゞ、
‘
末にさむきよしを
こ そ
いふぺきに、
も と 末 た が ひ て
ぞ
聞 ゆ る 。
右の歌も、
「羽風をさむみ」、
いかゞにぞ。
さてもなほ霜の
よせなし。
此つがひ持なるぺし。
泊千烏
左練
船よするむろの
iB
．梶枕まくら近くも千鳥嗚なり
敬貫
右
勝
なみ枕しづ か な る を の 泊 に も 衛 ば か り ぞ 立 さ わ ぎ 嗚
＾ま
u
ヵv
左の
歌 、
う た ざ と そ は お か し け れ
ど
、 「 む ろ の と ま り 」
は、
こと
所にても同じ事ぞかし。
ふかき難にはあらね
ども、
よろしとはおもはれず。
右の歌、
浪まくらのし
づ か な る 夜 も 、
「
千
品ばかりぞたちさわぎ
な く
」とい
へ る 、
おもしろし。
か ち と す ぺ し 。
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四番
左
泊千烏 泊千鳥
五
番
左永
わがCとく潟寝や寒きうら衡声の限を鳴つくす也
右
勝
嘉吉
うきね
せん
室の泊
りに漕よれば夕なみ信立さわぎ嗚
左の歌、
又「かたね」といふ詞
あり
。
「詞は
ふるき
に
よ る ぺ し
」といへるむ
か し 人 の を し へ
を 、
こ
と
さらに
そむかん
と て の し わ ざ に
やあらん
。歌
も、
よ み 人 の こ
Aろばへも、
わろくこそおほゆ
れ。
右 の 歌 、
「むろ
の
と ま
り 」 は 、 れ い の せ ん あ り て も 聞 え ね
ど 、
三 の 句 よ
り
末いとおかし。
いかでか「洞寝」にはかたざらむ。
六 番
泊千鳥
升胤
波まくら
潟 寝 の 床 の 冴 々 て
聞もわ
びしきうら
千
烏かな
右
勝
よみ人しらず
、徳
左せ
つ
夜もすがら須磨の洞寝
に 聞 ゆ 也 波 う ち さ わ ぎ 術 鳴 声
・
右
勝
よみ人しらず
泊 舟 よ る の あ ら し の 吹 こ し て 親 の 波 間 に 千 烏 嗚 な り
左の歌、
「 潟 寝 」 と い ふ
詞、
いとわろし。
右の歌、
こ
ともなくよろし。
かちとす。
なみ枕うき寝
定てうちきけばは
や 立 な る A 千 烏 喘 也
左の歌、
そのかた人の
こるめる「かたね」、
いとうる
さし。
千
烏をきくといふも、
からさえづりの詞には、
さるいひざまの
ある
事なれど、
よろしからず。
右の歌、
四の句「立
な
るA」は、
「な
れき
っA」
と こ そ い は ま
ほしけれ。
されど、かちぬぺし。
七 番
泊千
烏
左勉
幾たびもうき寝の夢の覚ろまでゆきかへりつA衛嶋なり
右
勝
．信
逐
節ぶねのうき寝の夢の党行けば暁寒く千どり嗚也
左右の歌ともによろしき中に、
「 暁 さ む く 」 と い へ る
か た 、
うきねの情ふかくきこゆるにつきて、
まさ
れり
と
す
。
八 番
泊 千 烏
左義
足
月さゆる須磨の
う ら 波 音 更 て 我 舟 ち か く 衛 喘 也
右
勝
弘海
はりまがた室の泊の波
ま く ら あ
はれ術の
鳴 音 を ぞ 聞
左 の 歌 、
よる
行ふねにやともお
もはれて、
題にかなは
ず 。
右の歌、
こ と も な く よ ろ し 。
からぬぺし。
九番
泊千烏
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利ふる
さ
とをおもひ明しの波枕まくら間近く術嗚なり
右
守
成
うき
寝して聞ば
千
鳥の鳴か
たに
心ひかるヽ唐琴の浦
左の歌、
須磨の浦
は、
いに
し
へよ
りさぴしくあはれな
るやうに、
文にも歌にもいひな
らひたる所がら
なれば、
「なく声さへ
も」といへる、
いとおかし。
右の歌、「心
．ひ
かる
ヽか
ら
琴のうら」も、
又いとおかし。
詞のう
るはしさは右まさり
情は
ひだりまされり。
なぞらへ
て持とす。
十一番
泊千烏
左
持
り
貞
左元
冬のよ
の更行まAに浦ちどり我舟近く鳴さわぐなり
右
勝
常正
うき寝する磯の波間の友衛なれ
は
いづこを泊とや行
左の
歌、
これもゆく舟と
も、
とまり船とも、
きヽわき
がたし。
右の歌、
「なれはいづこを
」といへる、
あは
れふ
かくお
かしく聞ゆ。
もともかちぬぺくこそ。
十番
泊千烏
提綱
持
左
船つなぐ須磨のうらわの小夜
術なく声さへ
も淋しかりけ
安
右常
かたしきの袖の湊の泊舟う
き寝の波に荷嗚也
左右の歌、
もとはいとおかし。
末に、
ひと
ふしあらん
とおも
はれて、
見もて行に、
何のふしもなく、
ったな
し。
このつ
がひも持な
るべ
し
。
十二番
泊千鳥
左
勝
好痣
夜あらしに立さわぎつヽ我ふね 苫 上にも衡嗚也
右温
うちよする波にうき寝の夢覚て淋しき夜半の術をぞ聞
左の歌、
ことわり聞えたり
。右
の
歌、コ＇烏を
ぞきく」、
れいの漢ことばのふりなり
J
まけぬべし。
十三番
泊千鳥
．
左
勝
省
正
うき
寝する須磨
のうらわの月更てこゑ寒けくも術嗚也
右宮
寿
終夜聞て明しの
なみまくら同
じうき裂に衡嗚声
すまの月、
あ
かしの浪枕にきかん千烏の声、
同じゃぅ
の事ながら、
「ききてあ
か
し」と云詞、
ったなければ、
右ぞいさAかおとりぬぺし。
十四番
泊千烏
左
勝
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之立さわぐ衝の声に都路の須磨のうき寝の夢は覚けり・右
好安
さらでだに夕波あらき梶まくら狛いねがてに衛脆也
左の歌、
なでうことなく聞ゆ
。右の歌、末わろし。か
ぢまく
ら
の猶いねがてにするは、千烏の潟ゆえ也、と
云意にぞあ
らんとは、おしはからるれども、しひたる
いひざま也。まけぬべし。
十五番
泊千烏
左
正
方
寒けさに
うき寝の夢の党て聞ば遠つひがたに衛嗚也
右
勝
好典
月さゆる願戸の汐か
ぜ音更て室
の泊りに砺なく也
左の歌、峨屋の旅ねなどに、
「遠つひ
がg布烏糧也」
とい
はゞ、こ
ともなけれど
、ひがたにある船を、「う
き寝
」とはいふまじきなれば、心得がたき事也。も
しは、沖に舟とめてねたる夜、磯のひがたに千烏のなくを、「遠つひがた」といへ
るよ
しにやあ
らんと、お
しはからるれ
ど、担も猶おぼつか きいひざま也。右
の歌、「瀬戸の汐風音
更て
室の泊
りに」などい
へる
、
もと末うちあ
ひておかしく、からともかちとす。
十六番
泊千烏
左
松廼屋高尚先生判此歌合の巻、こヽろえのため写しおく也。
有年
更ぬる
か潟寝の床に月さ
えて枕
辺近く
衛なくなり
右
勝
有
夜もすがら浦づたひして
なく衛根の枕に聞ぞ淋しき
左の歌、
「
更ぬるか」といひはじめて、「まくらべ近
・くちどり嗚也」といへる、
よくかなひて、右
の
歌の
た
ゞありなるより
はまさりたる
に、れいの「かたね
」、
うけがたきに
て、くちをしくもまけにけり。
十七誉
泊千島
左
春
舟はつ
る
泊りの夢をさまさせて夕波術をらか
へり
鳴
庸徳
右
勝
梶枕波のうき寝の床のぺに嗚や千どりの声の寒けさ
左の
歌、日くれぬにい
ねて、夕の千どりの声に夢さむ
るは、いぎた
なき人の真CAろをよみいでたるにこそ
あらめど
歌はさ
やうの情をよむものにはあらじとぞ、
おのれは
思ひと
りてしあ
れば、いとわ
ろしとさだめつ。
右の歌は、よくとAのひておかしろな
う、かちぬぺ＜
なん
。
及
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.＾付記V
本稿を成すにあたり、
資重な御所蔵本を貸与され、
かつその翻刻をも許された近藤家に対して、
心から感
．謝の意を表すろものである。
（岡山大学文学部助教授）
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